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パソコンや家電の進歩はめざまし

いものがあります。今回はマルボ

ラと一緒に少し昔を懐かしんでみ

ませんか？ 

 

 

 

銀塩式カメラ 

35mmフィルムって今もどこかで売っているのでしょうか？先日さくら祭りの会場

でレンズ付きフィルムを売っているのは見かけました。現像

に何日間待たされるかは確認しませんでしたが...。３６枚撮

りのロールを惜しんで記念撮影も慎重にシャッターを押し

ていたのに、今のデジカメではバシャバシャ撮りまくってい

ます。ポラロイドカメラというのがあって、「撮ったら即確認

可能」が売り物だったのに、今のデジカメはアタリマエ。 

 

キーボード 

最近はパソコンでもタッチ入力ができるものが出てきて、キーボードを使わなくて

も済むようになってきました。両手の 10 本指を使って、キーボードを叩くのが格

好良かったものでした。もちろん、自分の手元を見ない

で原稿や画面に視線を向け、10本の指を魔法のように動

かす「タッチタイピング」は一般人にしてみれば一種の憧

れでした。パソコンが普及していくにつれ、仕事や家庭

でも否応なくキーボードを叩かなくてはならなくなったと

き、最初の頃は人差し指１本だけで入力していた人も珍

しくなかったことでしょう。 

 

レコードプレーヤー、ラジカセ 

音楽を聴くとき、PC や携帯音楽プレーヤー，スマホを使って気軽に聴くことが当

たり前になっています。子どものころは家の中でレコードプレーヤー・ラジカセ等

から流れてくる音楽を聴くのが普通でした。幼いころはまだまだ高価だったステ

レオやレコードプレーヤー。初めてレコードを買った時の嬉しかったこと♪擦り切

れるかと思うほど聴いていました。しかし勝手に機器に触ると、「針が傷む！」な

どと言って怒られたものです。 

今は、ネットにつなげれば情報が更に広がりとても便利

です。ラジカセをテレビの前に持って行って、直接音を

録音するなんてこともあり、「ごはんよ～！」の声で全て台

無しにされ何度もめたことか。そんなこともなんだか懐か

しい気がします。このような音楽環境の変遷を見てこられ

たのは、ある意味非常に貴重なのかもしれません。 

 

カセットテープ、ビデオテープ 

早送り/巻き戻しと頭出しが大変でした。留守録をしたのはいいけれど、テープの

残りが少なくて途中までしかとれていないとか、大切なものを

上書きして消してしまったとかも何度あったかわかりません。

また、整理が苦手なのでどのテープに何を記録したか忘れて

しまって調べるのにたくさんの時間を費やしたこともあります。

CDやDVDに変わって頭出しは楽になりましたね。 

 

手話の世界にも、その移り変わりを感じるもの

がたくさんあります。 

 

携帯電話 

「ひとさし指をアンテナに見立てて…」ですが。

今ではアンテナのついた携帯電話は見なく

なりました。今後変わる可能性もあるのではと

思います。 

 

携帯電話        テレビ 

 

 

 

 

 

           ＊画像は「おやこ手話辞典」より 

 

テレビ 

テレビを表す手話は2つの動作を組み合わ

せます。2つ目の動作が特徴的で、、昔の手

話は「チャンネルを回す動作」だったのが、最

近の手話では「リモコン操

作」になっているようです。

確かに、「チャンネル」付き

のテレビは随分昔に無くな

っていますね。 

 

 

フロッピーディスク 

WordやExcelのツールバーにある「上書き保

存」のマークは何の形かご存知ですか？ 

これは「フロッピィディスク」です。Windows95

のころからずっと使われています。当時はデ

ータ保存メディアとして「3.5 インチフロッピィ

ディスク」が主流でしたが、今では USB メモリ

などにその地位を奪われ、使うことはほとんど

なくなってしまいました。 
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Windows 8.1(8を含む)をお使いの方、シャットダウンをクリックしただけでは完全に電源を切ることができない

ってご存じですか？月一度くらいは完全にシャットダウンしてあげてください。調子がよくなるかもしれません

よ。やり方は簡単、キーボードのShiftキーを押しながらシャットダウンをクリックするだけです。 

講 座 日 程 

 ６月 ７月 ８月 

文書作成 
（応用） 

(表の活用) 

 ６日 
(名刺) 

４日 
(文書の体裁) 

１日 

パソコンの 
基礎 

13日 11日 ８日 

インター 
ネット 

20日 18日 22日 

表 計 算 
(住所録) 

27日 
(基礎) 

25日 
(現金出納帳) 

29日 

 

＊８月13日の講座/手ほどきと８月15日の手ほどきはお休みです。 

 

日 時：毎週木曜日・土曜日 
午前10時～12時（休館日は除く） 

定 員：木曜日10名、土曜日４名(４回まで) 

手ほどきは、希望する内容を受講希望者のレベルに合わ

せてマルボラが個別レッスンを行います。 

また２～３名のグループレッスンも可能です。 

文書作成（ワード等）、表計算（エクセル）、インターネ

ット、デジカメの画像処理、年賀状など、使用法・操作

法など覚えたい方に適しています。初心者の方、レベル

アップを希望する方など歓迎します。 

＊５回以上の受講希望者は、希望受講日の前日に電話申

し込みをして下さい。定員に余裕がある場合は対応いた

します。（木曜日は当日朝の電話でも可） 

 

日 時：毎週土曜日 
午前10時～12時（休館日は除く） 

定 員：16名  (何回でも受講できます) 

これからパソコンを始めようと考えている方が、基礎的な

操作方法を学ぶための教室です。マルボラがていねいに説

明します。お気軽にご参加ください。 

 

初心者のためのパソコン講座  パソコンの手ほどき 

質問・相談コーナー 

日 時：毎週土曜日 
午前10時～12時（休館日は除く） 

予約は不要です。質問・相談など（15 分程度）がある

場合には、直接おいでください。 

 

≪申し込みは電話で、情報プラザへ≫ 

 ：０４６-２２０-２７１１ 

 

 

 

マルボラからのご案内 

「初心者のためのパソコン講座」と「パソコンの手ほどき」は、開催月の前月1日から電話で受け付けています。 

 

マルボラの講座や手ほどきはすべて無料です。 

場所は、情報プラザです。 

 

 

 
電話予約の時に「マルボラのパソコン講座」、「マルボラの手ほどき」とお伝えください。 

講座も手ほどきも、一回ごとのお申し込みとなります。申込後のキャンセルは、早めに連絡を 

して下さい。 

 

マルボラのホームページもご覧ください。 

 

--*----*-----*-----*-----*-----*-----*-----*-----*-----*-----*-----*-----*-----*-----*-- 

スマホ用ページはこちら→ 

 

         “まなずる”、“まなづる”？ 
 

「パソコンのキーボードにはひらがなも刻まれているのに、なぜ慣れないローマ字で入力

するの？」パソコン初心者がきまってつぶやく言葉です。 

くわえて「かな漢字変換」にもとまどい、覚えるまでは一苦労です。ローマ字表記には、大きく分けると、学校で習う

「訓令式」と世間でよく使われている「ヘボン式」のふたつがあります。どのパソコンもたいていはこのふたつの方式

に対応していますから、「厚木市」はATUGI(訓令式)でもATSUGI(ヘボン式)で も“あつぎ”となり、「厚木市」へとつな

がります。 

「社長」をまちがってSYACHOUと訓令式とヘボン式を混ぜた入力をしても、正しく“しゃちょう”となります。 

とは言っても、近隣の「真鶴町」のローマ字表記は MANA- ZURU ですが、MANAZURU と入力すると“まなずる”になって

しまい、「真鶴」になりません。訓令式でもヘボン式でもないMANADURUと入力してはじめて“まなづる”となり、「真鶴

町」につながります。では、弘田三枝子さんの歌の題名「ヴァケーション」はどう入力するのでしょう。 

両手の指をフルに使ってキーを打っている姿にあこがれて、私もタッチタイピングの練習をしたこと

があります。せっかく正しい指の使い方を習っているのに、しごとが忙しいと我流の指使いに戻って

しまい、結局あきらめました。そのせいで今も F と J のキーにある突起に触れるとわずかにホロにが

いものを感じます。-m.g- 
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